
発行 土佐清水ジオパーク推進協議会事務局（国立公園＊ジオパーク推進課）　〒787-0450 高知県土佐清水市三崎字今芝 4032-2
TEL　0880-87-9590　　FAX　0880-87-9595　　MAIL　geopark@city.tosashimizu.lg.jp

地球科学を
土台とした学び

防災・減災活動

研究活動の
地域への還元

ジオツーリズム

ネットワークや
交流による学び

「土佐清水アイデンティティ」の構築

　ジオパークは、地球科学の視点から、大地やそこ
に成立した生態系、私たちの暮らしや文化を守り、
活用することで社会の持続可能な発展を目指すプロ
グラムです。地球への意識を高め、社会が直面する
課題の解決を目指します。
　土佐清水においてジオパークに取り組む目的は、
土佐清水らしさを残し、より良い未来を作ること。
土佐清水では現在、人口減少が大きな課題となって
います。そこで、「人口減少＝地域の活力の低下」
とならないよう、人口に依存せず地域を活性化する
方法が必要です。そのためには、地域を構成する「人」
がその人らしく活躍し、自己や社会のよりよい未来
のために行動していくことが大切です。土佐清水ジ
オパーク構想では、ジオパーク活動により地域づく
りや社会の課題解決に取り組み、未来を切り開く
「人」を育んでいきます。

壮大な地球時間のスケールを体感
し、過去から未来を探り、あらゆ
るもののつながりを知ることで、
地球視点・地球規模で物事を考え
ます。

ジオパークのネットワーク活動によ
り、日本中、世界中の人々と交流す
ることで、相互理解を深め、そこか
ら新たなアイデアを生み出していき
ます。

自分たちの地域のこと、そして世界のことをジオパークを通じて
学ぶことで、「土佐清水アイデンティティ」を育み、地域を愛し、
地域のために行動できる人を育てていきます。

地球の記憶は未来への道しるべ
　ジオパークは大地の遺産を守りながら、活用すること

で、地球に対する意識を高め、社会の持続可能な発展を

目指すプログラムです。地質や地形などの大地の遺産は、

私たちの暮らす地球の進化の歴史を教えてくれるもので

す。大地に記された「地球の記憶」を読み解くことで、様々

なことがわかります。これらの「地球の記憶」は、私た

ちが地球で生きていくための「未来への道しるべ」なの

です。そんな人類の財産ともいうべき大地の遺産を守り

活用するジオパークの取り組みは、1990年代にヨーロッ

パの地質学者たちにより提唱されました。ジオパークの

取り組みはやがて世界中に広がり、2015年にユネスコ

の正式なプログラムになりました。

Think globally, act locally
　ジオパークは、世界中で共通のコンセプトにより進

められ、ネットワークを通じて、世界中の仲間とつな

がることが可能です。地域から地球全体を知り、地球

規模で考える。そして、課題に対して、まずは地域で

行動してみる。地域から起こった小さな取り組みも、

世界の仲間たちと一緒なら、やがて大きな力となり、

世界を変えることになるかもしれません。ジオパーク

はそんな可能性を秘めています。
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自然のめぐみと知恵を
明日へつなぐ人づくり

そもそも、
ジオパーク
とは？

ジオパーク
のかつどう

活 動 事 例

地球の歴史から学び、
地球と大地のことをよ
く知ることで、自然災
害に備え、災害に強い
しなやかな地域づくり
を進めます。

大切なものを守っ
ていくためには、
「伝える」活動が不
可欠。ガイドツアー
や教育、広報活動
で、地域の価値や
地球の記憶を伝え
ていきます。

地域の方たちと協力して、エリア内にある自
然災害の記録を伝える「自然災害碑」を調査
し、市の文化財へ登録しました。先人たちが
残したメッセージを未来へ伝えるため、自然
災害碑を題材にした防災学習やワークショッ
プを行っています。

エリア内の学術資料の蓄積のため、土佐
清水ジオパーク構想では、専門員による
研究をはじめ、様々な分野の研究の誘致
や支援を行っています。研究で得られた
成果をジオパークの活動や竜串ビジター
センターのイベントなどで活用し、地域
へ還元しています。

専門員と地域住民
との共同研究。
学会でポスター発
表を行いました。

三崎小学校での石碑を活
用した学習。

海洋研究開発機構と協働で、
自然災害碑のデジタル保存に
も取り組んでいます。

地質学会の国際集会。
土佐清水の地層を見
に、世界中から研究
者が来ています。

ジオパークでは、地域のこと、大地のことを
学び、楽しむジオツーリズムを推進していま
す。ジオガイドによる大地の物語を体感でき
るジオガイドツアーを販売し、地域の価値を
土佐清水に訪れた人たちに伝えています。

これまで地域に点在
していたもの（人と
人、人と自然やあら
ゆる学問領域など）
をジオパークがつな
げ、つながりから新
たな価値や取り組み
を生み出します。
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土佐清水の大地や自
然、暮らしや文化を
よーく調べ、よーく
観察して、宝物を探
し出して、磨き上げ
ます。
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地球規模で考えなが
ら、自然を守り、地
域の伝統や暮らしを
守ることで、「土佐清
水らしさ」を未来に
伝えていきます。
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その土地の記憶は未
来への道標になるも
の。地域に散らばる
情報や資料を集め、
体系的に整理して、
地域の発展に活用し
ます。
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地域資源を守りなが
ら活用することで、
地域の中で経済活動
を循環させ、地域の
持続可能な発展に貢
献します。う

る
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大地と地域の自然や暮らしを
楽しむツアーを販売中！

Tosashimizu
Geopark Plan



竜串海岸で見られるグニャグニャした奇
岩。これらは約1700万年前、激しく大地
が動いていた頃の地震や津波の痕跡です。
グニャグニャの奇岩から「生きている惑
星、地球」を体感してみてください。

ラパキビ花崗岩は、
北欧や北アメリカ
など主に大陸に
分布する岩石。大

陸のラパキビ花崗岩は13~17億年前と、
とても古い時代にできたものですが、足
摺岬のものは約1300万年前と、世界一新
しいと言われており、新たな発見の可能
性を秘めています。

付加体

深い海の記憶
3800万年前～ 1700万年前 1300万年前 現在

浅い海の記憶 マグマの記憶 暮らしと大地の営み

土佐清水の大地は、できた時代
によって、主に次の４つの時代
に分けられます。それぞれの時
代を一体的に表した右の絵を見
ながら、土佐清水の大地の成り
立ちを一気に見てみましょう！

土佐清水ジオパーク構想を語るう
えで欠かせない要素の一つが黒潮
です。世界最大規模の海流、黒潮
と大地が出会うことで、豊かな生
態系や海と共に生きる暮らし、文
化が育まれてきました。土佐清水
の大地と黒潮が紡いできた物語を
みてみましょう。

黒潮と大地が出会って生まれた
土佐清水の宝物をみてみましょう。

日本列島がまだ大陸の端に
あったこの時代、プレート
の沈み込みによって、深い
海の底にたまった砂や泥が
陸側に押し付けられました。
こうしてできた地層を「付
加体」といい、日本列島の
土台となっています。土佐
清水の大地の土台は、約
3800̀万年前以降にできた付
加体です。

大地と黒潮が出会うことで土佐清水の豊かな自然が作られました。起伏に
富んだ海底に黒潮がぶつかり、海底の栄養分が巻き上げられたり、風化侵
食によって複雑な地形となった湾に暖かい海水が流れ込んだりすること
で、多くの海洋生物が暮らす海が広がっています。さらに、黒潮は温暖湿
潤な気候をもたらし、豊かな植生も育んでいます。

黒潮と大地の出会いは、独自の文化も育みました。黒潮や、それが室戸岬
や紀伊半島にぶつかって生じた反転流（逆潮）に乗って、古くから、土佐清
水には多くの人たちが出入りしていました。土佐清水の発展を支えたカツ
オ漁や節づくりの技術は、土佐清水近海の豊かな海の幸を求めてやってき
た紀伊半島の人々によってもたらされました。

この頃、日本列島が大陸
の端から離れ、現在の位
置まで急速に移動してい
た頃、大地は激しく変動
していました。三崎地区
に分布する地層は、当時
隆起していた山地から運
ばれて来た大量の砂や泥
が浅い海に堆積したもの
です。

この頃の大地の変動は、現
在は火山のない太平洋側で
マグマの活動をひき起こし
ました。このマグマの活動
は大地を盛り上げ、太平洋
に向かって突き出す岬の元
となる地形を作りました。
足摺岬の花崗岩は 1300万年
前のマグマが地下深くで冷
え固まったものです。

土佐清水は、現在もプレートの沈み込みによ
る変動や堆積といった大地の営みが活発な場
所。大地の営みが生み出した地質や地形が黒
潮と出会うことで、土佐清水独自の景観、暮
らしや文化が生まれました。

日本でここだけ！
足摺岬のラパキビ花崗岩

激動の時代を体感！
竜串海岸のグニャグニャの地層

黒潮がもたらす自然 黒潮がはこぶ人と文化
日本屈指の漁場で営まれる漁業や海運、海の生き物や景観を活かした観光
業など、土佐清水は海と共に発展してきました。土佐清水の人々は、自然
の恵みを活かし、感謝しながら、土佐清水ならではの暮らしや文化を作り
だしてきました。土佐清水ジオパーク構想では、これらの「土佐清水らしさ」
を守り、未来へつなげていくために活動しています。
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深い海の記憶
3800万年前～
［土佐清水の土台］

浅い海の記憶
1700万年前

現在も続く大地の営み
［土佐清水全域］

マグマの記憶
1300万年前
［足摺岬周辺］

［三崎地区周辺］

砂岩や泥岩が削られてできた
複雑な地形の湾に暖かい黒潮
が流れ込むことで、105種のサ
ンゴに 300種以上のウミウシが
暮らす豊かな海となりました。

黒潮によって巻き上げられた
豊富な栄養のある足摺岬沖の
瀬に生息する脂の乗った “瀬
付き”のゴマサバを「清水さば」
としてブランド化。これも大
地と黒潮がもたらした恵み。

足摺岬を彩るヤブツバキは節づくり
と深く関わりがあります。足摺半島
で見られる海岸林を構成するウバメ
ガシなどの木材はボサ（節を燻す薪）
として使われ、メダケなどの竹は節
を蒸す蒸籠として使われた一方、ツ
バキは油を取るため、伐採されずに
残されました。そのため、足摺岬に
は見事なツバキの群落が形成されま
した。

自然の恵みに感謝を捧げるため、各地
に伝統的なお祭りが伝わり、お祭りで
は、その土地ならではの舟唄や太刀踊
りなどが奉納されます。
そして、お祭りなどのハレの日に食べ
られてきたのが「お寿司」です。その
土地にある食材を使って作られるお寿
司はバリエーション豊か。巻き寿司、
もぶり寿司、姿寿司など地域ならでは
のお寿司が伝わっています。
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漁師が生まれる
大 地 の 物 語

土佐清水の大地
コ コ が ス ゴ イ

黒 潮 と 大 地
の め ぐ み

豊かな植生

豊かな漁場
栄養分の巻き上げ

足摺岬

室戸岬 紀伊半島

反転流
（逆潮

）

反転流
（逆潮

）

黒　潮

マグマ


